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ご 
挨 
拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

７
月
の
集
中
豪
雨
は
、
日
本
の
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
６
月
14
日
に
開
催
の
予
定
で
し
た
第
44
回
全
日
本
川
柳
２

０
２
０
年
秋
田
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
10
月
11

日
に
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

誌
上
大
会
に
再
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
開
催
に
向
け
て

万
全
の
準
備
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
秋
田
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
11
月
８
日
に
開
催
の
予
定
で
し
た
第
35
回
国
民
文
化
祭
・
み

や
ざ
き
２
０
２
０
は
、
令
和
３
年
７
月
11
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 

事
前
投
句
応
募
締
切
は
令
和
３
年
３
月
31
日
で
す
の
で
ご
応
募
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
６
ヶ
月
、
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
た
川
柳
大
会
は
、
全
て
中
止
、
延
期
、
誌
上
大
会
に
変
更
に

な
り
、
句
会
も
ま
だ
開
催
出
来
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
す
。 

 

「
句
会
に
行
き
た
い
」「
柳
友
に
会
い
た
い
」
と
日
々
悶
々
と
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
こ
こ
は
ぐ
っ
と
我
慢
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
人
間
を
詠
む
川
柳
は
、
ひ
と
り
で
も
楽
し
め
る
文

芸
で
す
。
こ
の
機
会
に
あ
ち
こ
ち
に
応
募
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
、
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
て
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
た
ら
、
ま
た
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

夏
の
疲
れ
は
こ
の
時
分
に
出
や
す
い
と
の
こ
と
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

日
川
協
通
信
（
125
） 

 

令
和
２
年
９
月
20
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 
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０
６
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３
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２
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０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
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３
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振
替
口
座 
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９
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令

和

柳

多

留

賞 

新
し
い
住
所
仮
設
を
出
た
知
ら
せ 

神
奈
川 

秋
山 

了
三 

 
川

柳

大

賞 
や
っ
と
会
え
た
ね
と
命
を
抱
き
上
げ
る 

福 

岡 

も
り
と
も
み
ち 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞 

わ
た
く
し
が
冷
め
な
い
う
ち
に
召
し
あ
が
れ 

山 

口 

富
田 

房
成 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

ヘ
ル
パ
ー
に
青
春
語
る
元
兵
士 

新 

潟 

成
田
都
揮
洋 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

満
足
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
「
完
」
が
な
い 

愛 

知 

竹
内 

 

浩 
 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞 

一
番
の
幸
せ
君
が
此
処
に
い
る 

埼 

玉 

木
崎 

栄
昇 

白
い
の
を
ふ
あ
っ
と
着
せ
て
や
り
ま
し
た 

滋 

賀 

小
梶 

忠
雄 

咲
き
き
っ
た
誇
り
凛
々
し
い
落
ち
椿 
福 

島 

安
藤 

敏
彦 

大
輪
を
咲
か
せ
名
乗
り
は
し
な
い
土 

カ
ナ
ダ 

福
村
ま
こ
と 

小
さ
な
輪
で
い
い
始
め
は
ふ
た
り
か
ら 

兵 

庫 

糀
谷 

和
郎 

 

第
一
次
選
者 

 

「 

新 

し 

い 

」 
 
 
 
 

川 

崎 

信 

彰 
 
 
 
 

浅 

原 

志
ん
洋 

 

「 

満 
 

足 

」 
 
 
 
 

江 

崎 

紫 

峰 
 
 
 
 

三 

宅 

保 

州 
 

「 
 

輪 
 

」 
 
 
 
 

水 

野 

壱 

郎 
 
 
 
 

土 

田 

欣 

之 
 

「 

重 

ね 

る 

」 
 
 
 
 

酒 

井 

青 

二 
 
 
 
 

久 

﨑 

田 

甫 
 

「 

ヘ
ル
パ
ー 

」 

 
 
 
 

岩 

田 

明 

美 
 
 
 
 

西 

出 

楓 

楽 

第
二
次
選
者
（
50
音
順
） 

 
 
 
 

江 

畑 

哲 

男 
 
 
 
 

小 

島 

蘭 

幸 
 
 
 
 

重 

徳 

光 

州 
 
 
 
 

竹 

田 

光 

柳 
 
 
 
 

長
谷
川 

酔 

月 

第二十二回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 
（令和柳多留）入 選 作 品   （参加者1,358名） 



 

- 3 - 

        

場 

所
＝
大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

議 

案 

議
案
第
１
号 

令
和
元
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

令
和
元
年
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件 

報
告
第
１
号 

令
和
元
年
度
監
査
報
告
の
件 

報
告
第
２
号 

全
国
大
会
表
彰
の
件 

そ
の
他 

  

第
１
号
議
案
か
ら
第
２
号
議
案
、
そ
の
他
ま
で
慎

重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告
通
り
可
決
成
立
。
最

後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
に
閉
会
し
た
。 

 <

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

石
澤
は
る
子
・
北
山
ま
み
ど
り

・
藤 

 

咲
子 

 
 

相
田 

柳
峰
・
坂
下 
 

淸
・
篠
島 

 

隆 
 
 

楠
根
は
る
え 

 <

マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

伊
東 

マ
コ
・
石
田 

一
郎
・
坂
下 

 

淸 
 
 

西
出 

楓
楽
・
森
中
惠
美
子
・
長
島 

敏
子 

 
 

平
田 

朝
子 

 

       <

第
16
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

木
田
比
呂
朗
・
花
道 

歌
子
・
内
田 

博
柳 

 
 

西
出 

楓
楽
・
古
谷
龍
太
郎 

 <

第
13
回
川
柳
文
学
賞> 

正 

賞
「
音
の
な
い
時
間
」 

 
 

仁
多
見
千
絵 

準 

賞
「
平
方
根
」 

 
 
 
 
 

平
井 

義
雄 

 

令
和
２
年
度
（
６
月
26
日
） 

 
 
 

東

西

合

同

常

任

幹

事

会 
 
 
 

通

常

総

会 
 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 

富 

山 
 
 
 

２
０
２
２
年
６
月
12
日
（
日
） 

 
 
 

富
山
国
際
会
議
場 

 

※
２
０
２
１
年
は
全
国
大
会
を
行
い
ま
せ
ん
。 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

宮 

崎 
 
 
 

２
０
２
１
年
７
月
11
日
（
日
） 

 
 
 

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ 

 
 
 
 

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル 

 

▼ 

和
歌
山 

 
 
 

２
０
２
１
年
11
月
14
日
（
日
） 

 
 
 

有
田
市
民
会
館 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的

と
し
て
、毎
年
１
年
間
に
出
版
さ
れ
た
川

柳
個
人
句
集
の
う
ち
、も
っ
と
も
優
れ
た

川
柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で

に
刊
行
し
た
句
集
６
冊
及
び
同
句
集
の

概
要
説
明
書
を
２
０
２
１
年
１
月
末
日

ま
で
に
当
協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考

委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第１４回 
川柳文学賞募集 

（
元
理
事
・
常
任
幹
事
） 

 
 
 
 

２
０
２
０
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 

役 

職 
 
 

お
名
前 

 
 

年
齢 

1
／
19 

元 

理 

事 
 

猿
田 

寒
坊 

81 

3
／
17 

元
常
任
幹
事 

 

廣
島 

英
一 

92 

5
／
21 

常

任

幹

事 
 

舘
岡 

稲
風 

79 

7
／
25 

元
常
任
幹
事 

 

奈
倉 

楽
甫 

94 
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正味財産増減計算書 
平成元年 4 月 1 日から平成 2 年 3 月 31 日まで            （単位：円） 

科目 当年度 前年度 増減 備考 
Ⅰ 一般正味財産増減の部         
 １．経常増減の部         
  （１）経常収益         
   基本財産運用益 2,095 1,583 512   
   受取入会金 15,000 18,000 △ 3,000   
    柳社入会金 12,000 9,000 3,000   
    個人入会金 3,000 9,000 △ 6,000   
   受取会費 5,331,000 5,253,000 78,000   
    理事会費 432,000 480,000 △ 48,000   
    常任幹事会費 2,856,000 2,904,000 △ 48,000   
    正会員会費（団体） 1,966,000 1,778,000 188,000   
    正会員会費（個人） 77,000 91,000 △ 14,000   
   普及向上事業収益 12,767,742 13,082,759 △ 315,017   
    誌上大会 2,693,163 2,692,000 1,163   
    電子出版 150,000 0 150,000   
    全国大会（事前） 1,706,000 1,833,667 △ 127,667   
    全国大会（当日） 5,887,013 6,050,664 △ 163,651   
    表彰後援事業 108,600 153,000 △ 44,400   
    選考協力事業 2,222,966 2,353,428 △ 130,462   
   受取補助金等 3,606,233 3,771,028 △ 164,795   
   受取寄付金 0 194,102 △ 194,102   
   雑収益 0 272 △ 272   
   経常収益計 21,722,070 22,320,744 △ 598,674   
  （２）経常費用         
   事業費 20,365,864 20,945,388 △ 579,524   
    給料手当 2,701,287 3,039,240 △ 337,953   
    臨時雇賃金 706,880 797,880 △ 91,000   
    退職給付費用 142,500 142,500 0   
    旅費交通費 1,841,540 1,750,476 91,064   
    通信運搬費 1,933,325 1,792,485 140,840   
    支払手数料 4,304 5,862 △ 1,558   
    消耗品費 167,204 217,718 △ 50,514   
    印刷製本費 2,837,862 2,620,188 217,674   
    光熱水料費 92,117 96,784 △ 4,667   
    賃借料 1,196,270 1,185,153 11,117   
    保険料 27,300 40,100 △ 12,800   
    諸謝金 2,269,250 2,558,404 △ 289,154   
    表彰後援費 539,012 633,934 △ 94,922   
    広告宣伝費 20,000 0 20,000   
    実行委員会運営費 5,887,013 6,050,664 △ 163,651   
    雑費 0 14,000 △ 14,000   
   管理費 1,808,612 1,880,597 △ 71,985   
    給料手当 142,173 159,960 △ 17,787   
    退職給与費用 7,500 7,500 0   
    福利厚生費 88,566 66,610 21,956   
    会議費 204,407 208,425 △ 4,018   
    旅費交通費 216,440 208,440 8,000   
    通信運搬費 101,754 94,341 7,413   
    支払手数料 495 1,017 △ 522   
    消耗品費 8,800 11,459 △ 2,659   
    印刷製本費 151,010 0 151,010   
    光熱水料費 4,848 5,094 △ 246   
    賃借料 62,962 62,376 586   
    保険料 9,800 9,800 0   
    法定福利費 462,001 525,335 △ 63,334   
    租税公課 78,000 70,000 8,000   
    接待交際費 9,940 7,840 2,100   
    支払寄付金 0 194,102 △ 194,102   
    雑費 259,916 248,298 11,618   
   経常費用計 22,174,476 22,825,985 △ 651,509   
  当期経常増減額 △ 452,406 △ 505,241 52,835   
 ２．経常外増減の部         
  （１）経常外収益         
   退職給付取崩益 0 0 0   
  経常外収益計 0 0 0   
  （２）経常外費用         
   （該当なし） 0 0 0   
  経常外費用計 0 0 0   
  当期経常外増減額 0 0 0   
  当期正味財産増減額 △ 452,406 △ 505,241 52,835   
  一般正味財産期首残高 4,562,624 5,067,865 △ 505,241   
  一般正味財産期末残高 4,110,218 4,562,624 △ 452,406   
Ⅱ 指定正味財産増減の部         
  当期指定正味財産増減額 0 0 0   
  指定正味財産期首残高 21,000,000 21,000,000 0   
  指定正味財産期末残高 21,000,000 21,000,000 0   
Ⅲ 正味財産期末残高 25,110,218 25,562,624 △ 452,406   
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 日本の全柳人が、だれでも、どこからでも参加できる「全日本川柳誌上

大会」（令和柳多留第２集通巻２３号）を開催します。日川協年次大会・国

民文化祭文芸大会と並ぶ（一社）全日本川柳協会の権威ある三大年間行事

ですので、こぞってご参加ください。 

一般社団法人 全日本川柳協会 

理 事 長 小 島 蘭 幸 

出版委員長 西 出 楓 楽 

 

課題と共選者（各題２句・連記） 

 「刻  む」大竹  洋（千 葉） ―― 松代 天鬼（愛 知）共選 

 「めでたい」小林信二郎（山 梨） ―― くんじろう（大 阪）共選 

 「褒  美」福井  勲（東 京） ―― 長島 敏子（兵 庫）共選 

 「ラッキー」藤  咲子（秋 田） ―― 徳丸 浩二（熊 本）共選 

 「  密  」石川 川柳（埼 玉） ―― 鈴木 公弘（鳥 取）共選 
 

第２次選者 

  天根 夢草（大 阪）、雫石 隆子（宮 城）、島田 駱舟（千 葉） 

  駒木 香苑（福 島）、平井 義雄（長 崎） 
 

参 加 費 ２，０００円（投句料・『令和柳多留第２集通巻２３号』代金含む） 
 
  賞   令和柳多留賞・川柳大賞・ＮＨＫ会長賞 

      日本青少年育成協会会長賞・全日本川柳協会賞 

      全日本川柳誌上大会賞（予定） 
 
締   切 令和３年２月２日（火）<当日消印有効> 
 

参 加 方 法 参加用紙に記入し、参加費 2,000 円（振替又は小為替）とと

もに、下記へご送付ください。 

 

〒530-0041 大阪市北区天神橋 2 丁目北 1-11-905 

一般社団法人 全 日 本 川 柳 協 会 

電 話 （06）6352-2210 

ＦＡＸ （06）6352-2433 

振替口座 00970-9-3575 
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第
13
回
川
柳
文
学
賞
は
令
和
元
年
に
発
行
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請
の
あ
っ
た
15
冊

を
選
考
委
員
（
雫
石
隆
子
・
佐
藤
美
文
・
新
家
完
司
・
梅
崎
流
青
）
の
４
名
が
選
考
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
選
考
委
員
の
定
数
は
５
名
（
敬
称
略
）
で
し
た
が
、
作
家
の
林
え
り
子
氏
の

ご
逝
去
に
よ
り
、
急
遽
４
名
の
選
考
と
な
り
ま
し
た
。 

 

例
年
、
５
月
の
東
京
開
催
の
理
事
会
後
に
選
考
会
を
開
催
し
、
協
議
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
で
開
催
で
き
ず
、
日
川
協
の
事
務
局
が
選
考
結
果
を
集

計
。
５
月
25
日
、
あ
ら
た
め
て
各
委
員
へ
電
話
確
認
を
行
い
受
賞
決
定
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。 

 

■
総
評 

選
考
委
員
長 

雫
石
隆
子 

 

今
年
の
川
柳
文
学
賞
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
15
冊
。
一
年
間
の
川
柳
句
集
の
発
行
数
は
、
そ
れ

ほ
ど
差
異
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
な
の
か
少
な
い
申
請
数
で
あ
る
。
ま

た
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
第
一
回
か
ら
選
考
委
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
、
林
え
り
子
氏
の
急

逝
も
あ
り
、
４
名
の
選
考
に
な
っ
た
。
毎
年
、
授
賞
式
よ
り
前
に
一
堂
に
会
し
て
選
考
会
を

開
催
し
て
い
た
の
も
出
来
ず
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
多
少
の
不
安
も
あ
っ
た
も
の
の
、
各
委

員
の
採
点
数
が
明
白
な
結
果
を
示
し
て
お
り
、
一
位
推
薦
２
名
、
二
位
推
薦
２
名
の
「
音
の

な
い
時
間
」
仁
多
見
千
絵
著
が
、
正
賞
に
す
ん
な
り
と
決
定
。
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

未
曾
有
の
体
験
が
書
か
せ
る
作
品
の
説
得
力
。
他
の
句
集
に
比
し
て
作
品
や
構
成
に
安
定
感

が
あ
り
、
現
代
川
柳
の
平
均
を
上
回
る
も
の
と
し
て
、
選
考
委
員
全
員
の
高
位
推
薦
で
あ
る
。 

 

準
賞
は
「
平
方
根
」
平
井
義
雄
著
。
一
位
推
薦
１
名
、
二
位
推
薦
１
名
、
三
位
推
薦
２
名

で
あ
る
。
仁
多
見
氏
同
様
に
選
考
委
員
全
員
の
推
薦
で
あ
る
。
柳
歴
20
年
の
作
者
の
人
間
味

を
堪
能
で
き
る
句
集
で
あ
り
、
愛
お
し
い
日
常
を
忌
憚
な
く
吐
き
出
す
と
こ
ろ
に
、
多
く
の

共
感
を
得
る
句
集
で
あ
る
。 

 

こ
の
他
に
星
出
冬
馬
氏
、
三
浦
ひ
と
は
氏
、
お
鶴
氏
に
も
推
薦
が
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添

え
る
。 

■
正
賞 

「
音
の
な
い
時
間
」
仁
多
見 

千
絵
（
宮
城
） 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

梅
崎 

流
青 

 

「
喉
に
棘
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
慰
霊
祭
」「
ま
だ
一
人
家
に
帰
ら
ぬ
人
が
い
る
」「
国
会
へ
お

届
け
し
ま
す
瓦
礫
で
す
」
歳
月
は
何
と
も
残
酷
な
一
面
を
持
っ
て
い
る
。
９
年
前
の
東
日
本

大
震
災
。
被
災
者
に
と
っ
て
は
今
な
お
現
在
進
行
形
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
に
と

っ
て
は
９
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
集
の
読
み
手
は
あ
ら
た
め
て
今
な
お
続
く
被
災
者

の
呻
吟
と
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
政
の
あ
り
よ
う
突
き
つ
け
ら
れ
る
作
品
群
に
居
住
ま
い
を
正

す
こ
と
だ
ろ
う
。 
 

表
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
哲
学
の
ひ
と
と
き
音
の
な
い
時
間
」
は
災
害
が
生
き
方
や
思
想

に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
告
白
。「
恋
文
の
行
間
に
置
く
さ
く
ら
貝
」「
薬
飲
む
コ
ッ
プ
に
溶
か

す
青
い
空
」
な
ど
に
女
性
な
ら
で
は
の
繊
細
さ
を
表
現
。
震
災
の
痛
み
は
な
お
癒
え
ぬ
が
、

「
負
け
ぬ
も
の
か
と
一
面
に
花
の
種
」
に
あ
る
よ
う
に
自
然
の
力
に
畏
敬
の
念
と
励
ま
し
を

頂
く
。
川
柳
が
社
会
と
人
間
を
詠
う
、
と
の
前
提
に
立
て
ば
『
音
の
な
い
時
間
』
は
作
品
内

容
と
質
の
両
面
で
今
の
時
代
、
推
奨
、
残
す
べ
き
句
集
で
あ
る
。 

  
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

新
家 

完
司 

 

本
書
の
柱
に
な
っ
て
い
る
第
三
章
「
東
日
本
大
震
災 

― 

も
ろ
さ
や
さ
し
さ
た
く
ま
し
さ
」

の
内
容
が
情
緒
に
流
れ
過
ぎ
ず
、
前
向
き
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
て
高
く
評
価
で
き
た
。「
喉
に

棘
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
慰
霊
祭
」「
負
け
ぬ
も
の
か
と
一
面
に
花
の
種
」「
鬼
灯
を
鳴
ら
し
ひ
と

り
の
墓
参
り
」
等
々
、
悲
し
み
を
詠
っ
て
い
な
が
ら
力
強
く
追
っ
て
く
る
。
ま
た
、
震
災
か

ら
離
れ
た
句
で
も
独
自
性
の
あ
る
作
品
群
が
見
事
で
あ
っ
た
。 

 

■
準
賞 

「
平
方
根
」
平
井 

義
雄
（
長
崎
） 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

佐
藤 

美
文 

 

句
集
名
が
『
平
方
根
』
と
難
し
い
感
じ
を
受
け
た
が
、
工
業
系
の
が
っ
こ
う
を
で
ら
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
読
ん
で
み
る
と
そ
こ
に
は
平
凡
な
川
柳
家
が
い
た
。
前
半
の
作
品
に
や

や
硬
い
印
象
の
感
じ
を
受
け
た
が
、
だ
ん
だ
ん
素
直
に
心
に
染
み
込
ん
で
い
く
作
品
が
多
く

な
っ
て
来
た
。
こ
れ
も
鍛
錬
の
な
せ
た
技
で
あ
ろ
う
か
。
一
句
挙
げ
る
と
す
れ
ば
「
軍
配
は

妻
の
手
に
あ
り
恙
無
し
」
で
あ
る
。 

  
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

雫
石 

隆
子 

 
自
ら
の
思
想
、
信
条
を
坦
々
と
描
く
人
生
詩
で
あ
る
。
と
き
に
は
「
引
き
返
せ
な
い
道
ば

か
り
行
く
愉
快
」
の
諧
謔
的
で
川
柳
味
た
っ
ぷ
り
な
の
も
良
し
で
あ
る
。
厳
し
さ
よ
り
優
し

さ
の
光
る
作
品
群
に
癒
し
を
い
た
だ
き
、
作
者
の
人
間
性
に
感
銘
す
る
。
じ
っ
く
り
と
、
十

七
音
字
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
、
そ
の
よ
う
な
人
生
が
見
え
る
。 

  

長
き
に
わ
た
り
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
林
え
り
子
氏
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

第
13
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正
賞
『 
音
の
な
い
時
間 

』
仁
多
見
千
絵 

準
賞
『 
平

方

根 

』
平
井 

義
雄 
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仁
多
見 

千
絵 

氏 

平
井 

義
雄 

氏 

  

      

 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『
音
の
な
い
時
間 

』 

 
 
 
 

バ
ス
停
に
あ
の
娘
が
い
な
い
曇
り
空 

 
 
 
 

親
離
れ
グ
ッ
バ
イ
の
声
透
き
通
る 

 
 
 
 

す
み
れ
菜
の
花
春
の
和
音
の
よ
う
に
咲
く 

 
 
 
 

帰
還
困
難
区
域 

桜
満
開 

 
 
 
 

除
染
土
の
山
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

 
 
 
 

哲
学
の
ひ
と
と
き
音
の
な
い
時
間 

 
 
 
 

人
間
の
歩
み
絶
滅
へ
の
歩
み 

 
 
 
 

薬
飲
む
コ
ッ
プ
に
溶
か
す
青
い
空 

 
 
 
 

う
ふ
ふ
私
の
中
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

何
が
ど
う
あ
れ
今
日
は
笑
お
う 

 
 
 
 

強
が
り
の
さ
よ
な
ら
影
が
細
く
な
る 

 
 
 
 

わ
た
し
を
縛
る
わ
た
く
し
の
正
義
感 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

平 

方 

根 

』 

 
 
 
 

微
力
だ
が
無
力
で
な
い
と
い
う
誇
り 

 
 
 
 

薄
氷
を
い
っ
ぱ
い
踏
ん
で
き
た
ら
し
い 

 
 
 
 

義
理
一
つ
果
た
し
て
美
味
い
酒
に
な
る 

 
 
 
 

ど
う
し
た
ら
無
に
な
れ
る
の
か
花
の
下 

 
 
 
 

玉
砕
と
い
う
語
が
父
を
呼
び
戻
す 

 
 
 
 

未
完
成
そ
ん
な
自
分
が
面
白
い 

 
 
 
 

向
か
い
風
追
い
風
と
も
に
恩
が
あ
る 

 
 
 
 

ど
う
生
き
た
ど
う
生
き
る
か
と
独
り
酒 

 
 
 
 

一
億
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
億
の
母 

 
 
 
 

仏
に
も
鬼
に
も
恩
を
返
さ
ね
ば 

 
 
 
 

正
眼
に
構
え
る
癖
が
直
ら
な
い 

 
 
 
 

怒
っ
た
ら
負
け
だ
と
思
い
つ
つ
怒
る 

        

令
和
元
年
10
月
30
日
発
行 

Ｂ
６
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
・

頁 

東
北
川
柳
連
盟 

定
価
１
２
０
０
円 

平
成
31
年
３
月
10
日
発
行 

四
六
判
無
線
と
じ
カ
バ
ー
・

頁 

新
葉
館
出
版 

定
価
１
５
０
０
円
（
税
別
） 
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令
和
２
年
度 

第
16
回 

80
歳
以
上
の
功
労
者 

略 

歴 
  

 

（
敬
称
略
） 

宮 

城 

県 

木
田

き

だ 
比
呂
朗

ひ

ろ

お 
昭
和
14
年
生
ま
れ 

平
成
10
年
頃
よ
り
川
柳

を
始
め
る
。
平
成
15
年
川

柳
宮
城
野
社
に
入
会
、
平

成
17
年
編
集
同
人
、
平
成

24
年
よ
り
副
主
幹
就
任

（
管
理
部
担
当
）
現
在
に
至
る
。 

仙
台
市
民
川
柳
会
副
理
事
長
、
宮
城
県
川
柳
連

盟
副
理
事
長
、
東
北
川
柳
連
盟
委
員
。 

仙
台
青
葉
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
、
河
北

Ｔ
Ｂ
Ｃ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
。 

朝
日
新
聞
「
み
ち
の
く
柳
壇
」
選
者
。 

 

埼 

玉 

県 

花
道

は
な
み
ち 

歌
子

う

た

こ 

昭
和
７
年
２
月
23
日
生 

昭
和
58
年
公
民
館
の
川

柳
教
室
へ
入
会
。 

昭
和
62
年
川
柳
き
や
り

吟
社
誌
友
、
平
成
５
年
川

柳
き
や
り
吟
社
社
人
。 

   

全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
。 

「
川
柳
し
ら
こ
ば
と
」「
川
柳
彩
の
会
」「
若
葉

川
柳
会
」
講
師 

平
成
12
年
全
日
本
川
柳
東
京
大
会
大
会
賞
受

賞
。
平
成
13
年
川
柳
き
や
り
周
魚
賞
受
賞 

 

東 

京 

都 

内
田

う

ち

だ 

博

柳

は
く
り
ゅ
う 

昭
和
11
年
東
京
生
ま
れ 

昭
和
58
年
川
柳
を
は
じ

め
る
。
現
在
、
台
東
川
柳

人
連
盟
理
事
長
、
川
柳
公

論
社
顧
問
。 

台
東
区
教
育
委
員
会
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア

等
多
数
の
講
師
を
務
め
る
。
「
川
柳
２
５
０
年

イ
ベ
ン
ト
」
よ
り
は
じ
ま
り
「
初
代
川
柳
生
誕

３
０
０
年
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
事
務
局
長
な
ど
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
。 

台
東
区
教
育
功
労
賞
、
第
３
回
「
川
柳
三
笠
賞
」

受
賞
、
第
１
回
「
尾
藤
川
柳
賞
」
受
賞 

 

大 

阪 

府 

西
出

に

し

で 

楓
楽

ふ
う
ら
く 

昭
和
13
年
生
ま
れ 

柳
歴
42
年 

川
柳
塔
社
相
談
役
、
全
日

本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
、

現
代
詩
歌
文
学
館
評
議

員 山
陽
新
聞
柳
壇
選
者
、
朝

日
新
聞
「
な
に
わ
柳
壇
」

選
者
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
「
楽
し
め

る
川
柳
」
講
師 

第
１
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品
『
天
秤
座
』 

 

福 

岡 

県 

古
谷

ふ

る

や 

龍
太
郎

り
ゅ
う
た
ろ
う 

昭
和
12
年
福
岡
県
田
川

郡
生
ま
れ 

昭
和
30
年
川
柳
く
ろ
が

ね
吟
社
入
会
。
現
在
、
川

柳
く
ろ
が
ね
吟
社
主
幹
、

全
日
本
川
柳
協
会
常
任

幹
事
、
日
本
詩
歌
文
学
館
評
議
員
、
北
九
州
川

柳
作
家
連
盟
会
長
、
福
岡
県
川
柳
協
会
顧
問
。 

平
成
25
年
北
九
州
市
民
文
化
功
労
賞
受
賞
。 

著
書
に
「
福
岡
県
川
柳
史
」
共
同
編
著
、「
北
九

州
の
川
柳
」
、
「
九
州
の
川
柳
句
碑
」
写
真
集
、

川
柳
作
家
全
集
「
古
谷
龍
太
郎
」
、
川
柳
作
家
ベ

ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
古
谷
龍
太
郎
」 

令
和
２
年
「
龍
の
庵
」
新
設
。 
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緊
急
レ
ポ
ー
ト 

 
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
ろ
う
！ 

副
理
事
長 

江
畑 

哲
男 

  

中
止
・
中
止
・
中
止
、
…
…
。
半
年
前

に
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
暗
雲
が
、

い
ま
日
本
国
中
を
覆
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
わ
が
川
柳
界
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
皆
さ
ん
！ 

嘆
い
て
も
事

態
は
改
善
し
ま
せ
ん
。
大
変
さ
を
お
互

い
に
共
有
し
な
が
ら
も
、「
道
」
を
探
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
試
行
錯
誤
を
続
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
本
レ
ポ
ー
ト
。
立
場
上
知
り

得
た
前
向
き
情
報
を
、
こ
の
場
で
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
。 

 

① 

考
え
れ
ば
知
恵
が
出
る 

 

三
密
は
ダ
メ
。
句
会
が
開
催
で
き
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
誌
上
句
会
へ
。
多

く
の
吟
社
が
そ
の
よ
う
に
対
処
し
て
お

り
ま
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
、
リ
モ
ー
ト

句
会
。
コ
レ
が
出
来
れ
ば
最
高
！？ 

東

京
の
や
ま
び
こ
川
柳
会
（
永
井
天
晴
会

長
）
で
は
、
八
月
恒
例
の
大
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
、
参
加
者
約
五
〇
名
で

成
功
さ
せ
ま
し
た
（
新
葉
館
出
版
の
ブ

ロ
グ
他
参
照
）
。 

 

で
も
、
電
子
機
器
類
が
苦
手
と
い
う

方
が
大
半
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
場
合

で
も
、
絞
れ
ば
知
恵
は
出
て
く
る
も
の

で
す
。
千
葉
県
の
あ
る
勉
強
会
。
会
員
同

士
励
ま
し
合
お
う
と
、
往
復
葉
書
作
戦

を
実
行
し
ま
し
た
。
日
本
の
通
信
シ
ス

テ
ム
の
几
帳
面
さ
は
ご
承
知
の
通
り
。

大
い
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

② 

双
方
向
の
通
信
が
カ
ギ 

 

五
月
、
あ
る
企
業
人
か
ら
こ
ん
な
話

を
聞
き
ま
し
た
。「
お
客
様
の
ス
テ
イ
ホ

ー
ム
の
た
め
か
、
小
誌
へ
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
返
信
数
が
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。
旅
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い

分
、
い
つ
も
以
上
に
誌
上
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
の
か
な
、
と
考
え
る

次
第
で
す
。」
と
。 

 

困
難
な
と
き
ほ
ど
、
双
方
向
の
通
信

が
大
事
だ
と
言
い
ま
す
。
双
方
向
っ
て

元
気
が
出
ま
す
よ
ね
。
そ
も
そ
も
「
座
の

文
芸
」
た
る
川
柳
は
、
一
方
通
行
で
は
生

き
ら
れ
ま
せ
ん
。
柳
誌
で
会
員
の
声
を

拾
う
、
通
信
機
器
を
利
用
し
て
の
互
選

を
展
開
す
る
な
ど
、
双
方
向
の
意
思
疎

通
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

③ 

今
こ
そ
川
柳
の
出
番
！ 

 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、「
今
こ
そ
川
柳

の
出
番
」
と
地
元
マ
ス
コ
ミ
に
働
き
か

け
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
方
版
レ
ベ
ル
で

す
が
七
回
ほ
ど
川
柳
が
記
事
に
な
り
ま

し
た
。
最
新
刊
『
今
川
乱
魚
の
ユ
ー
モ
ア

川
柳
と
ま
じ
め
語
録
』
の
紹
介
に
始
ま

っ
て
、
川
柳
の
活
動
や
教
育
実
践
に
至

る
ま
で
取
り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
す

（
『
ぬ
か
る
道
』
Ｈ
Ｐ
他
参
照
）
。 

 

埼
玉
県
の
県
立
高
校
の
話
。
こ
ち
ら

も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
通
常
の
文
化
祭
が

開
催
で
き
ず
、
校
内
芸
術
祭
へ
衣
替
え

を
考
え
ま
し
た
。
部
門
を
絞
っ
て
、
そ
の

一
つ
に
川
柳
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設

け
ら
れ
な
い
か
と
、
講
師
派
遣
の
依
頼

が
日
川
協
に
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
さ

っ
そ
く
地
元
の
高
鶴
礼
子
常
任
幹
事
が

要
望
に
応
え
、
高
校
現
場
に
出
向
き
ま

し
た
。
そ
の
感
想
。「
高
校
生
っ
て
な
ん

て
可
愛
い
ん
だ
ろ
う
（
笑
）
」
と
い
う
、

ほ
の
ぼ
の
し
た
報
告
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、「
頼
り
が
い
の
あ
る
日
川

協
」
を
み
ん
な
の
努
力
で
作
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。「
情
報
と
実
践
を
日
川

協
へ
」、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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太陽と緑あふれる神話の源流 みやざき 

 

  川柳作品募集要項（概要） 

日  時／ 令和３年７月１１日（日）９時３０分開場 

場  所／ 宮崎市民プラザ オルブライトホール 
      〒880-0001 宮崎市橘通西 1-1-2 TEL 0985（24）1008 

交通機関／ 宮崎駅から橘通１丁目バス停まで約９分、徒歩約２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前投句１、０００円、当日投句１、０００円 

（ただし、海外投稿者、身体障害者手帳等の写しを添付された方は無料） 

                                                        

所定の応募用紙に必要事項を記入し、（郵便）振替払込請求書兼受領証又はそ

の写しを添えて応募してください。 

                                                        

文化庁 厚生労働省 宮崎県 宮崎県教育委員会 宮崎市 宮崎市教育委員会 

第３５回国民文化祭宮崎県実行委員会、第２０回全国障害者芸術・文化祭実行委員会 

第３５回国民文化祭、第２０回全国障害者芸術・文化祭宮崎市実行委員会 

一般社団法人全日本川柳協会 宮崎県現代川柳協会 

 
※ 「川柳の祭典」はコロナ感染拡大防止のため延期いたしました。 
  日付にご注意ください。また、交流会は中止となりました。 

 

             （二句詠・当日消印有効） 

令和 2年 5 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日(水) 本田 智彦（大 阪） 

 「メダル」… 浪越 靖政（北海道） 平田 朝子（熊 本） 

 「 牛 」… 熊谷 岳朗（岩 手） 坂下  淸（富 山） 

 「高千穂」… 西岡 南風（宮 崎） 福本 清美（徳 島） 

 「趣 味」… 伊達 郁夫（大 阪） 古谷龍太郎（福 岡） 

 

          （11 時 30分締切） 

 「遊 ぶ」… 金子美知子（神奈川） 

 「忘れる」… 森中惠美子（大 阪） 

 「神 話」… 黒川 孤遊（熊 本） 

〒530‐0041 
大阪市北区天神橋 2丁目北 
1-11-905 
一般社団法人全日本川柳協会 
TEL(06)6352‐2210 
FAX(06)6352‐2433 
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編 

集 

後 

記 
 

★
夏
の
マ
ス
ク
は
厳
し
く
苦
し
い
で
す
。
川
柳
も
３
蜜
で
友

人
と
も
会
え
ず
、
い
つ
句
会
が
始
ま
る
か
見
通
し
が
つ
か
ず

悶
悶
と
し
た
日
を
過
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。 

★
理
事
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
川
柳
大
会
が
開
け

ず
、
事
業
計
画
も
予
定
通
り
に
進
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
に

秋
田
大
会
は
再
度
変
更
で
準
備
し
て
い
た
現
地
の
人
達
も
落

胆
と
悔
し
さ
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

★
長
引
く
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
川
柳
人
と
し
て
も
早
く
以
前

の
よ
う
な
姿
で
句
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。 

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
今
、
あ
の
手
こ
の
手

で
関
係
者
が
世
界
も
含
め
そ
の
対
策
に
努
力
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
今
し
ば
ら
く
我
慢
し
ま
し
ょ
う
。 

★
い
ず
れ
皆
さ
ん
の
元
の
元
気
な
姿
で
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

    日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       2020 年 1 月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 
18 

19 

22 

 

24 

25 

26 

29 

30 

33 

 

33 

 

35 

 

39 

40 

41 

42 

44 

土 浦 芽 柳 会 

下 野 川 柳 会 

東京みなと番傘川柳会 

 

柳都にいがた川柳会 

富 山 県 川 柳 協 会 

平 和 川 柳 研 究 会 

川 柳 天 平 の 会 

大 阪 川 柳 の 会 

兵 庫 県 川 柳 協 会 

ふ あ う す と 川 柳 社 

鳥 取 川 柳 連 盟 

 

広 島 み ら い 川 柳 会 

 

大分県番傘川柳連合会 

那 覇 川 柳 の 会 

大 石 一 粋 

太 田 紀 伊 子 

柳 天 心 

代  表 

代  表 

代  表 

事 務 所 

代  表 

事 務 所 

新 入 会 

代  表 

代  表 

住  所 

住  所 

新 入 会 

事 務 所 

新 入 会 

 

代  表 

電話番号 

所  属 

所  属 

新 入 会 

堤 丁玄坊 〒300-0848 茨城県土浦市西根西 1-11-12     TEL&FAX 029-843-3569 

刑部 仙太 〒321-0942 栃木県宇都宮市峰 2-13-12       TEL&FAX 028-633-1079 

青木  薫 〒350-0241 埼玉県坂戸市鶴舞 4-21-27           TEL 049-283-7928 

河野なかば 〒359-1106 埼玉県所沢市東狭山ケ丘 2-2981-9    TEL 04-2923-8206 

細井吉之輔 〒950-0086 新潟県新潟市中央区花園 1-1-8-307   TEL 025-248-6300 

山下  功 〒939-2729 富山県富山市婦中町響の杜 297-28    TEL 076-461-3538 

岩原 茂明 〒920-0027 石川県金沢市駅西新町 3-17-2        TEL 076-223-4466 

鈴木 かこ 〒547-0022 大阪市平野区瓜破東 2-1-16-405     TEL 080-3834-5089 

本田 智彦 〒532-0025 大阪市淀川区新北野 1-3-4-1307  TEL&FAX 06-6303-7297 

〒650-0011 神戸市中央区下山手通 6-2-19 甲陽会館内    TEL&FAX 078-360-9005 

〒650-0011 神戸市中央区下山手通 6-2-19 甲陽会館内    TEL&FAX 078-360-9005 

鈴木 公弘 〒689-0343 鳥取県鳥取市気高町飯里 84-4    TEL&FAX 0857-84-2886 

安場 紫音 〒680-0902 鳥取県鳥取市秋里 962-6         TEL&FAX 0857-24-1468 

瀬戸れい子 〒731-0124 広島県広島市安佐南区大町東 1-10-20-1007 

TEL&FAX 082-876-2203 

小代千代子 〒874-0937 大分県別府市秋葉町 7-24-1403   TEL&FAX 0977-22-7033 

TEL 090-5489-3719 

川柳すずむし吟社  → 川柳グループ柳山泊 

つくばね番傘川柳会 → 龍ヶ崎川柳会 

〒302-0102 茨城県守谷市松前台 1-4-1 キアレッツア 203     TEL 0297-48-5858 

 
 

お
知
ら
せ 

 

第
45
回
全
日
本
川
柳
富
山
大
会
は 

令
和
４
年
６
月
12
日
（
日
）
に 

延
期
い
た
し
ま
し
た
。 

水害に遭われた皆様に謹んでお見舞い申し上げます 


